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核
融
合
科
学
研
究
所
の
活
動
報
告

中
国
か
ら
５
名
を
招
へ
い
、
物
理
的

・
工
学
的
知
識
に
つ
い
て
研
修
実
施

１
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
参
加
者
と
開
催
経
緯

２
０
１
８
年
９
月
に
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ラ
ン

を
活
用
し
、
中
国
安
徽
省
の
中
国
科
学
技
術
大
学
の

大
学
院
生
４
名
、
引
率
の
教
員
１
名
の
５
名
を
核
融

合
科
学
研
究
所
に
招
へ
い
し
、
科
学
技
術
体
験
活
動

を
行
い
ま
し
た
。
引
率
の
梁
准
教
授
は
中
国
科
学
技

術
大
学
で
教
鞭
を
と
り
、
同
時
に
安
徽
省
合
肥
市
に

あ
る
中
国
科
学
院
プ
ラ
ズ
マ
物
理
研
究
所
（
Ａ
Ｓ
Ｉ

Ｐ
Ｐ
）
で
中
性
粒
子
入
射
加
熱
装
置
（
Ｎ
Ｂ
Ｉ
）
の

研
究
開
発
に
従
事
す
る
新
進
気
鋭
の
若
手
研
究
者
で

す
。
４
名
の
大
学
院
生
は
梁
准
教
授
の
指
導
下
で
実

践
的
な
研
究
活
動
を
行
う
将
来
有
望
な
大
学
院
生
で

す
。
核
融
合
科
学
研
究
所
の
Ｎ
Ｂ
Ｉ
グ
ル
ー
プ
は
Ａ

Ｓ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
の
Ｎ
Ｂ
Ｉ
グ
ル
ー
プ
と
日
中
事
業
を
通
じ

て
共
同
研
究
活
動
を
継
続
実
施
し
て
お
り
、
今
回
は

若
手
研
究
者
の
交
流
と
共
同
研
究
の
持
続
的
な
発
展

を
推
進
す
る
機
会
と
し
て
企
画
し
ま
し
た
。

２
、
実
施
内
容

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
プ
ラ
ズ
マ
核
融
合
を
実
現

す
る
た
め
に
必
要
な
プ
ラ
ズ
マ
加
熱
装
置
の
１
つ
で

あ
る
Ｎ
Ｂ
Ｉ
に
つ
い
て
核
融
合
科
学
研
究
所
の
大
型

ヘ
リ
カ
ル
装
置
（
Ｌ
Ｈ
Ｄ
）
で
稼
働
中
の
機
器
を
教

材
と
し
て
、
加
熱
装
置
に
必
要
な
物
理
的
・
工
学
的

知
識
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

２
日
目
に
は
核
融
合
科
学
研
究
所
の
施
設
見
学
を
行

い
ま
し
た
。
Ｌ
Ｈ
Ｄ
は
超
伝
導
コ
イ
ル
を
用
い
た
ヘ

リ
カ
ル
型
核
融
合
実
験
装
置
で
10
ｋ
ｅ
Ｖ
以
上
の
イ

オ
ン
温
度
の
プ
ラ
ズ
マ
の
生
成
を
目
標
に
実
験
を
行

っ
て
い
ま
す
。
Ｎ
Ｂ
Ｉ
は
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
１
８
０

ｋ
ｅ
Ｖ
）
の
水
素
中
性
粒
子
を
プ
ラ
ズ
マ
中
に
入
射

し
、
プ
ラ
ズ
マ
内
部
の
イ
オ
ン
と
荷
電
交
換
反
応
す

る
こ
と
で
プ
ラ
ズ
マ
温
度

を
上
昇
さ
せ
ま
す
。
使
用

す
る
水
素
負
イ
オ
ン
源
は

日
本
の
独
自
技
術
で
す
。

ビ
ー
ム
ラ
イ
ン
の
長
さ
は

13
ｍ
と
巨
大
で
見
学
者
一

同
は
装
置
の
大
き
さ
と
精

巧
さ
に
関
心
を
示
し
て
い

ま
し
た
。

引
き
続
き
Ｎ
Ｂ
Ｉ
開
発

試
験
装
置
の
見
学
を
行
い

ま
し
た
。
開
発
試
験
装
置

で
は
約
半
分
の
サ
イ
ズ
の

イ
オ
ン
源
を
用
い
て
負
イ

オ
ン
源
内
部
の
プ
ラ
ズ
マ

温
度
や
密
度
等
を
計
測
し
、

実
機
イ
オ
ン
源
で
は
出
来
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科
学
技
術

振
興
機
構
『
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ラ
ン
』友
情
と
感
激

第
162
回

＝
特
別
シ
リ
ー
ズ
＝

池田勝則　　　　　　　
（核融合科学研究所助教）

参加者と長壁教授、池田助教（大型ヘリカル装置制御室にて）

大型ヘリカル装置の見学
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な
い
負
イ
オ
ン
の
輸
送
に
関
す
る
研
究
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
開
発
試
験
装
置
で
は
国
内
外
の
共
同
研

究
活
動
と
大
学
院
生
の
教
育
活
動
積
極
的
に
行
っ
て

お
り
、
中
国
科
学
技
術
大
学
の
大
学
院
生
の
う
ち
修

士
課
程
の
一
名
は
総
合
研
究
大
学
院
大
学
の
留
学
制

度
に
興
味
を
も
ち
、
日
本
へ
の
留
学
や
研
究
活
動
の

状
況
に
つ
い
て
質
問
を
受
け
ま
し
た
。
総
合
研
究
大

学
院
大
学
へ
の
留
学
制
度
や
日
本
に
お
け
る
生
活
等

に
つ
い
て
の
詳
細
な
説
明
を
行
っ
て
い
ま
す
。
３
日

目
と
４
日
目
は
Ｎ
Ｂ
Ｉ
装
置
の
工
学
的
テ
ー
マ
に
つ

い
て
話
題
を
絞
り
講
義
と
実
技
指
導
を
行
い
ま
し
た
。

５
日
目
に
は
名
古
屋
大
学
に
移
動
し
、
プ
ラ
ズ
マ

関
連
の
研
究
室
の
見
学
を
行
い
ま
し
た
。
大
野
研
究

室
で
は
直
線
型
の
プ
ラ
ズ
マ
装
置
を
用
い
た
ダ
イ
バ

ー
タ
試
験
装
置
を
見
学
し
研
究
状
況
に
つ
い
て
解
説

を
受
け
ま
し
た
。

ま
た
、
豊
田
研
究
室
で
は
核
融
合
研
究
か
ら
離
れ
、

半
導
体
用
プ
ラ
ズ
マ
プ
ロ
セ
ス
分
野
の
イ
オ
ン
源
の

研
究
開
発
に
つ
い
て
解
説
を
受
け
ま
し
た
。
産
業
分

野
の
開
発
研
究
は
日
進
月
歩
で
あ
り
、
大
学
院
生
の

活
動
と
研
究
室
の
活
気
に
感
銘
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

３
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
成
果
と
今
後
の
展
望

核
融
合
科
学
研
究
所
の
Ｎ
Ｂ
Ｉ
グ
ル
ー
プ
が
さ
く

ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ラ
ン
を
利
用
し
て
海
外
の
大
学
・

研
究
機
関
か
ら
若
手
研
究
者
お
よ
び
大
学
院
生
の
招

へ
い
し
た
の
は
２
回
目
に
な
り
ま
す
。
２
０
１
６
年

に
招
へ
い
し
た
中
国
の
学
生
は
現
在
研
究
員
と
し
て

Ｎ
Ｂ
Ｉ
用
水
素
負
イ
オ
ン
源
の
開
発
研
究
に
従
事
し

て
い
ま
す
。
若
手
研
究
者
２
名
は
日
中
事
業
を
基
に

当
研
究
所
と
の
共
同
研
究
を
提
案
し
、
18
年
11
月
に

再
び
核
融
合
科
学
研
究
所
を
訪
れ
て
共
同
研
究
を
実

施
し
ま
し
た
。
18
年
１
月
に
は
筆
者
を
含
む
３
名
の

研
究
者
が
合
肥
の
研
究
所
を
訪
問
し
、
水
素
負
イ
オ

ン
源
開
発
に
関
す
る
共
同
研
究
を
実
施
し
研
究
報
告

会
に
て
大
学
院
生
へ
広
報
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

そ
の
際
に
知
り
合
っ
た
中
国
科
学
技
術
大
学
の
大
学

院
生
が
18
年
の
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ラ
ン
に
よ
る

来
日
を
希
望
し
、
今
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
実
施
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。

国
が
違
え
ば
文
化
・
習
慣
の
違
い
が
あ
る
の
が
当

然
で
、
そ
の
中
で
国
際
共
同
研
究
を
維
持
し
て
い
く

に
は
研
究
所
間
の
学
術

協
定
以
上
に
研
究
者
同

士
の
信
頼
関
係
の
構
築

が
不
可
欠
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
日

中
事
業
に
加
え
さ
く
ら

サ
イ
エ
ン
ス
プ
ラ
ン
を

利
用
す
る
こ
と
で
両
国

の
若
手
研
究
者
の
理
解

と
信
頼
関
係
が
こ
こ
数

年
で
格
段
に
向
上
し
ま

し
た
。
核
融
合
開
発
事

業
は
「
今
後
20
年
」
と

い
う
時
間
ス
ケ
ー
ル
で

の
人
材
育
成
と
研
究
者

交
流
が
必
要
と
い
う
命

題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

フ
ラ
ン
ス
で
は
Ｉ
Ｔ
Ｅ

Ｒ
装
置
が
建
設
中
で
あ

り
、
中
国
に
お
い
て
も

核
融
合
工
学
の
た
め
の

大
規
模
研
究
施
設
の
建

設
が
５
年
計
画
で
ス
タ

ー
ト
し
て
い
ま
す
。
近

い
将
来
、
現
在
の
20
代

後
半
の
若
手
研
究
者
が

研
究
の
中
核
を
担
っ
て

い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

彼
ら
が
海
外
文
化
の
見

識
を
深
め
、
同
世
代
の

研
究
者
と
の
繋
が
り
を

構
築
す
る
こ
と
で
両
国

の
研
究
レ
ベ
ル
が
益
々

向
上
す
る
と
期
待
し
て

い
ま
す
。

ＮＢＩの制御とビーム計測のデモンストレーション

名古屋大学の豊田研究室を見学

ＮＢＩ装置の工学テーマについての講義

名古屋大学の大野研究室を見学




